こと も 出来 ませう が、 茶 立 虫の あの 声で は、 あまり 低 

過ぎ はしない でせ うか。 

蟋蟀の 雌 は、 その 前脚の 脛に 聴覚 を もって ゐ るので、 

夜分 草葉 や 土 くれの 蔭に、 体はぢ つと して ゐて、 唯 前 

脚 を 動かす ばかりで、 おかめ 蟋蟀の 「りい リ いご 閻魔 

蟋蟀の 「ひり、 ひリ ご、 草 ひばりの 「すえり ひ、 りひ、 

りひ ご 馬 追 虫の 「すゐ つちよ ご を 聞き わけて、 それ 

ぞれ 自分の 配偶 を 選ぶ とい ふ 事です が、 茶 立 虫の あの 

仄かな 声 を、 一 尺 離れて は 人間の 耳で は 聞きと リ 難い 

あの 静かな 音 を、 どこから か 聞きつ けて 尋ねて 来る そ 

の 雌の 体 は、 敏感と 伶 M とに 光り輝いて ゐる だら うと 
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